
令和２年９月１０日 

保護者の皆様（家庭数配布） 

西東京市立谷戸第二小学校 

校 長  小林 克彦 

令和２年度 前期学校評価アンケートの結果 

 日頃より、本校の教育活動にご理解とご協力いただき、ありがとうございます。さて、７月末に

ご回答いただきました学校評価のお礼とご報告をいたします。この結果は、保護者の皆様からの貴

重なご意見として受け止め、今後の教育活動に生かしていきたいと思います。なお、本校のホーム

ページにも公開しますので、ご覧ください。 

１ 保護者アンケートの結果 

（ Ａ＝とてもそう思う Ｂ＝そう思う Ｃ＝あまりそう思えない Ｄ＝そう思えない ） 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
A・B 合わせて９０％以上の高い評価をいただきました。C・

D のご意見にもしっかり目を向け、児童全員が安心して心身と

もに充実した学校生活を過ごせるよう、今後も家庭と連携しな

がら教職員一丸となって自他の生命を尊重する姿勢を育てて

いきます。 

A 
23.7% 

B 
69.5% 

C 
6.5% 

D 
0.3% 

１ 学校は、自他の生命を尊重し、思いやりのある

子どもの育成に取り組み、いじめの調査を定期的

に実施し、実態を把握して組織的に対応している。    

 

体育的活動についても、A・B 合わせて９４％の高い評価を

いただきました。今年度は、感染防止のため昨年度と同じよう

に全校で週間行事を行うのが難しくなっています。実施可能な

体育的行事を精査して、体力向上に努めていきます。 

 

A 
28.5% 

B 
65.5% 

C 
5.7% 

D 
0.3% 

３ 学校では、長縄週間等の体育的活動が毎学

期、計画的に行われ、体力向上と挑戦する心を

育てている。 

      

 
 A・B 合わせての９５％以上と高い評価をいただきました。

新型コロナ感染防止対策を行い、学習活動にも様々な制限があ

る中ですが、児童ができるだけ楽しく充実した学校生活を過ご

せるように引き続き児童理解と、よりよい環境づくりに、努め

てまいります。 

A 
35.2% 

B 
61.7% 

C 
2.3% 

D 
0.8% 

２ 学校は、児童が楽しく充実した学校生活が送れ

るよう、児童理解に努めるとともに、児童が主体的

になるよう授業改善しながら取り組んでいる。 

 
 A・B 合わせて、90％の高い評価をいただきました。今年度

は、話し合い活動などの交流が取りづらい状況です。ホワイト

ボードや ICT 機器を更に工夫して、子供たちにとって分かり

やすい授業を目指していきます。 

A 
26.8% 

B 
64.7% 

C 
7.9% 

D 
0.6% 

４ 学校は、「見える・分かる授業」の具体化の

ため、ミニホワイトボード・付箋紙・ＩＣＴ機器の

活用のある全員参加の授業に取り組んでい

る。 



２ 保護者アンケートの分析 

 今年度は、市からの要望及び本校の研究課題により、昨年度までの質問内容と一部変更しています。そのため、

前年度と一部比較することはできませんでした。しかし、今回のアンケートも、全ての項目で「とてもそう思う」

「そう思う」を合わせて約９割に達するという評価をいただきました。 

また、今年度は、コロナ感染予防対策のため、評価しにくいというご意見も頂いています。後期アンケートに

いたしましては，その点をふまえ、項目は同様であったとしましても、文面を変えていきたいと考えています。 

３ 児童対象アンケートの結果 

評価  

４ そう思う ３ だいたいそう思う ２ あまりそう思わない １ そう思わない 

４ ３ ２ １ 

① あなたは、自分や友達の命や心を大切にしていますか？  80% 17% 2% 1% 

② あなたは、楽しく、意欲的に授業や学習に取り組めていますか。 53% 36% 8% 3% 

③ あなたは、授業が始まる前に、きちんと座り、学習の準備を整えら

れましたか。 
50% 36% 9% 5% 

④ あなたは、先生や友達の話をきちんと聞けましたか。 66% 27% 5% 2% 

⑤ 授業では、自分の思いや考えをノートに書いたり、友達と話し合っ

たり、発表したりできましたか。 
50% 34% 12% 4% 

⑥ いいところや頑張ったことを先生や友達同士で認め合ったり、褒め

合ったりしましたか。 
43% 37% 14% 6% 

⑦ あなたは、気持ちよく学校生活を送るために、きまりやルールを守

ろうと心がけましたか。 
66% 25%  6% 3% 

⑧ あなたは、体育の学習や休み時間などでは、楽しく運動をすること

ができましたか。 
70% 20% 6% 4% 

４ 児童アンケートの分析 

８項目全てにおいて８割から９割の児童が「そう思う」「だいたいそう思う」と答えています。これは、学校

生活の多くの場面で満足傾向にあると捉えられます。特に①の項目「生命の尊重」については９７％の児童が「思

う」と評価しており、「特別の教科 道徳」などの授業をはじめ、ご家庭での教育の成果が表れているものと考

えます。 

しかし、１６％，１７％の児童が「ややそうおもう」「おもわない」としている項目⑤や⑥については、今後

も教職員で意識を高め、個に応じた手立ても図っていきたいと思います。また、今年度は、特にグループ学習が

通常通りできないこともありました。二学期は、グループの人数や話し合う時間を工夫して実施していきたいと

思います。 

 

 開かれた教育活動について、概ね肯定的な評価をいただきま

した。保護者の皆様、地域の方々のご協力の元、充実した教育

活動を進められております。今年度は三密防止の為、例年通り

の学校公開は行えませんが、その分ホームページの更新等に力

を入れてまいります。 

 

A 
32.8% 

B 
60.1% 

C 
6.5% 

D 
0.6% 

５ 学校は、保護者や地域の方々にボランティアや

ゲストティーチャーを依頼したり、学校公開・ホーム

ページ・メール配信を使ったりして、地域に開かれ

た教育活動を実施している。 

 

 A・B 合わせて９３％以上の評価をいただきました。今年度

は、新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、行事等が精選さ

れ行われています。今年度を機に、行事や業務を今一度見直し、

教員が十分に児童たちと向き合えるよう改善に努めて参りま

す。 

A 
25.3% 

B 
68.2% 

C 
5.6% 

D 
0.9% 

６ 学校は、行事や業務を合理的に見直し、改善し

ながら働き方改革に取り組んでいる。 



 

５ 学校評価のまとめについて 

 この評価の結果を受けて、学校教職員で話合いを深めるとともに、学校運営連絡協議会委員による学校関係者

評価委員会にて討議していただくことになります。学校としての特色は２学期も充実させ、教育活動に反映させ

ていきます。今後の課題と判断されるものについては、具体的な対応を進めてまいります。 

６ 保護者からのご意見について 

（１）いつも温かく見守ってもらい、感謝している。コロナで例年通りにいかないこともあると思うが、この特

別な１年を共に支えていきたいと思う。 

（２）・休校中の課題も分かりやすく出してくださり、また、休校明けもレビュータイムを増やすなど、学習に

対して手厚い対応に感謝しています。 

・コロナ対策を行いながらの給食再開ありがとうございます。品数を減らしたり、配膳しやすいメニューを

考えながら栄養バランスも考えるとなると、とても大変だと思います。子どもも毎日の給食を楽しみにして

います。 

（３）子どもの心のケア、学習のケアが不十分な点を検証し、見直してほしい。 

  ⇒一学期におきましては、児童一人一人と担任の個人面談を実施しました。二学期以降も、例年行っている

心のアンケートとともに、個人面談も毎学期、実施していきます。 

（４）もともと集団登校でないのに、分散登校をやめてほしい。学校に送り出す時間が遅くなり、通勤に支障を

きたす。 

  ⇒市の共通の取り組みのため、学校判断でやめてしまうことはできません。ご理解・ご協力お願いします。 

（５）今回のコロナの自粛で、地区委員やＰＴＡ活動などなくても支障がなかったものは、保護者負担軽減のた

めやめるべきである。 

  ⇒地区委員やＰＴＡ活動そのものについては、学校で決められるものではありませんが、ご意見については、

事務局にもお伝えします。子供たちにとって、よりよい形は何かを保護者の皆様とともに、考えて参りたい

と思います。 

（６）子どもがトイレがくさいと言っているので、トイレを新しくしてほしい。 

⇒毎年、ＰＴＡと学校の双方から市に要望しています。なかなか予算化は難しいようですが、今後も声を上

げて参ります。また、週 1 回清掃業者に入っていただいています。 

（７）コロナの第 2 波による休校に備えて、是非オンラインによる授業ができるよう準備を進めていただきたい

と思います。 

⇒市が導入したＥラーニングなどを活用して家庭学習ができる体制が整えられました。有効活用を考えてい

きたいと思います。また、オンライン授業については、現状では、まだ多くの課題がありますが、都や市と

協力しながら方法を探っていきたいと思います。 

（８）コロナで不安な中、最大限努力してくださっている先生方に感謝しております。他地域の学校で感染者が

出てしまった際の対応がまちまちですが、最低 2 週間の休校を強く望みます。 

⇒市としては、共通のガイドラインをもち、保健所の指示に従って、対応しております。 

（９）保健の先生の体調不良は心配で、早期の復帰を願っておりますが、不在の間、担任の先生が体調不良の子

の対応をすることで、体調の悪い子には、保健室で休みづらくなってしまったり、クラスにとっては授業が

中断され、先生にとっては負担が増えてしまうので、保健の先生の代わりの方に早く来てほしいです。 

⇒代替の市内の養護教諭が１か月間対応していました。保護者の皆様には、紹介できなかったことをお詫び

申し上げます。 

（１０）コロナの影響があるので仕方ありませんが、学校公開に代わる取り組みがあるといいです。 

⇒この必要性については、慎重に検討して、学校でも話し合っています。また、ホームページなども通して



引き続き子供の教育活動をお知らせしていきます。 

（１１）６年生として、小学校最後の思い出を少しでも作ってほしいと思う。 

  ⇒学校として、また学年として、子供たちとも話し合って考えていきたいと思います。 

※ 他にもご意見をいただきました。教職員一同授業改善を進め、より一層の教育活動の充実を図っていきたい

と考えています。今後とも本校の教育活動へのご協力をよろしくお願いいたします。 


